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アンダーアーマー/DNSがサポートするアメフトの栗原嵩が

NFL入りを目指し“ベテランコンバイン”に挑戦

2015年3月19日

株式会社ドーム
報道関係各位

アンダーアーマーおよびスポーツサプリメント 「DNS」 を日本で展開する株式会社ドーム（本社：東京都品川区、代表取締役：

栗原嵩選手

アンダーアーマーおよびスポーツサプリメント 「DNS」 を日本で展開する株式会社ドーム（本社：東京都品川区、代表取締役：

安田秀一）の契約アスリートであるアメリカンフットボールの栗原嵩選⼿（27）が3月22日（日本時間 23日）、米国・アリゾナで

開催される「NFLベテランコンバイン」に挑戦することが決定しました。「NFLベテランコンバイン」は今年新設されたNFL経験者などベテ

ラン選手向けのコンバインであり、“日本で最もNFLに近い男”と期待される栗原選⼿にとって、NFL入りを賭けた大きなチャンス

となります。

■日本で最もNFLに近い男 『栗原嵩』 とは

法政大学のエースワイドレシーバーとして活躍し、2009年に関東学⽣リーグのMVPを受賞。社会人Xリーグではパナソニックに入部

し、12年春にチームを⻄⽇本優勝へと導きました。

栗原選⼿はパナソニックを退社後、夢であったNFLを目指し、トライアウトに挑戦。しかし、残念ながら結果を残すことができませんで

した。ドームはその翌年の13年、栗原選⼿を資⾦、栄養、トレーニングなどさまざまな面での⽀援を開始。そして、栗原選⼿のプレー

を編集したビデオを米国アンダーアーマー社を通じてスーパーボウル王者ボルティモア・レイブンズに送ったことがきっかけとなり、13年5月、

栗原選⼿はレイブンズのミニキャンプに参加しました。その後、何度かキャンプに参加し、夢に向かって⼀歩づつ距離を縮めてきた栗原

選手。15年3月22日、日本人初の NFL 選手誕生を目指し、NFLベテランコンバインに挑みます。

■「夢に向かって挑戦する」栗原選⼿の活動を配信

ドームは夢に向かって挑戦する栗原選⼿の軌跡を、複数回にわたって公式サイト等で配信いたします。知られざるトレーニング法や

NFLへの想い、そしてコンバイン終了後には⼼境や今後の目標などについて語っていただく予定です。ご期待ください。

UNDER ARMOUR『UA戦士・栗原 嵩』NFLへの挑戦：http://www.underarmour.co.jp/special/v-combine2015/

DNS 『DESIRE TO EVOLUTION』 WARRIOR‘S STORY・栗原嵩(アメリカンフットボール)：

http://www.dnszone.jp/magazine/2015/0316-001.php



■UNDER ARMOUR  （アンダーアーマー）

「アスリートを進化させる」ことをミッションに掲げる“パフォーマンスアスレチックブランド“。近年急速

に普及した身体にフィット（密着）するアスリートのためのウェアの発祥ブランドであり、汗を素早く

吸収、発散し、身体を常にドライで快適に保つウェアなど、アスリートのパフォーマンスを最大限に

引き出す商品開発に取り組んでいます。米国本社での売上高は2010年10億ドル突破、

2014年30億ドル突破と伸び続け、時価総額は150億ドルを突破。1996年の創業以来驚

異的な成⻑を続けています。

■栗原 嵩

1987年11月07日⽣まれ。駒場学園⾼等学校〜法政⼤学を経てパナソニックインパルス、
IBMビッグブルーでプレー。
2013年よりドームの契約選⼿として活動。NFL⼊りを目指し、昨年はボルティモア・レイブンズ
のルーキーミニキャンプに参加した。
また、アメフトのみならず、7人制ラグビーの日本代表候補合宿に参加するなど、活動の範囲を
広げ、“二足のわらじ”に挑戦している。

■「DNS」（Dome Nutrition System)とは

アスリートが、アスリートのために開発した真のスポーツサプリメントです。

DNSは【高品質・適正価格・飲みやすさ】を満たす商品の開発に努めています。

これからもDNSは「アスリートが本当に欲しいニュートリション（栄養）とは何か？」という課題を

アスリートから学び、「アスリートの期待に的確に応え、本当に欲しいと思える商品」の開発を

続けていきます。

■株式会社ドーム

1996年創業。テーピングの取扱いからスタートし、現在はスポーツプロダクト（アンダーアー

マー）やスポーツサプリメント（DNS）、パフォーマンスディレクション（ドームアスリートハウス）な

どの事業を展開しています。ドームは「社会価値の創造」という理念のもと、スポーツを通じた豊か

な社会づくりに貢献できるよう努⼒してまいります。


